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研究成果の概要（和文）：社会的排除研究は主に事例研究か社会調査によって行われてきた。それらは重要な知
見を報告してきたが、社会的排除の一般的な動的過程を分析することは難しかった。そこで本研究プロジェクト
では、計算社会科学を用いて社会的排除の動的過程を解明し、その知見に基づいて社会的排除を抑止する方策を
提言することを目的とした。その成果として、Twitterデータのようなビッグデータを用いた分析やシェリング
の分居モデルと地価の動的変動を組み合わせたシミュレーションが社会的排除の動的過程を把握できることなど
を明らかにした。今後は得られた知見に基づいた社会的提言の可能性について検討する。

研究成果の概要（英文）：Social exclusion has been addressed primarily through case studies or social
 surveys. Although they have reported important findings, it has been difficult to analyze the 
general dynamic process of social exclusion. Therefore, this research project aimed to elucidate the
 dynamic process of social exclusion using computational social science and to propose measures to 
deter social exclusion based on the findings. As a result, we found that an analysis using big data 
such as Twitter data and a simulation combining Schelling's residential segregation model and the 
dynamic fluctuation of land prices can grasp the dynamic process of social exclusion. In the future,
 we will examine the possibility of making policy recommendations based on the findings obtained.

研究分野： 社会学

キーワード： 社会的排除　計算社会科学　動的過程分析　多水準分析

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究プロジェクトの学術的意義は2つある。第1に、社会的排除研究に計算社会科学の手法を導入することで社
会的排除の動的過程を把握できたことである。第2に、計算社会科学の可能性を拡張したことである。
本研究プロジェクトの社会的意義は、社会的排除という重要な社会問題に対して従来の研究方法に加えて計算社
会科学の手法を導入することで新たな社会的提言の可能性を示したことである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 社会的排除という概念は、社会的にも学術的にも注目を浴びている。2008 年のリー

マンショックに端を発した世界的な経済危機は、日本の派遣労働者にも深刻な影響をも

たらした。同年末に東京の日比谷公園に設けられた「年越し派遣村」が象徴するように、

派遣労働者は失業しただけでなく、住んでいた社宅から退去させられ、ホームレスにな

らざるをえなかった。ここで重要なことは、失業という労働市場からの排除がホームレ

スという生活領域からの排除につながっているという点である。この例が端的に示すよ

うに、失業やホームレス、さらには貧困や離婚などのライフイベントはそれぞれが単独

に生じるのではなく、連鎖していく可能性がある。社会的排除という概念はこのような

ある社会的領域における排除が別の社会的領域における排除につながるという動的過

程（ないしは累積過程）を捉えるものであり、そこにこの概念の斬新さがある（図 1 参

照）。失業、ホームレス、貧困、離婚などのライフイベントは、それを経験した人々に

負のインパクトを与える。そして、それらが連鎖することで、人々はさらに大きなダメ

ージを受ける。社会的排除概念はこの問題を明確にした。 

 

 

 

 
 
 しかし従来の社会的排除研究ではこの動的過程を十全に捉えることが困難だった。従

来の社会的排除研究は、社会的排除を経験した人々に対する聞き取り調査か 1時点にお

ける質問紙調査が主であった。どちらも社会的排除の動的過程の理解に大きな貢献をし

てきた。しかしながら、問題がないとは言えない。聞き取り調査は人々のライフヒスト

リーを丹念に追うことで動的過程の詳細を明らかにしてきた。しかしその知見の一般性

については十分な保証ができない。質問紙調査は、知見の一般性については問題がない。

しかし、回顧データなどにより動的過程について部分的な情報を提供してくれるが、こ

の過程の詳細なメカニズムは分からない。 
 
２．研究の目的 

 上述の背景を踏まえて、本研究プロジェクトでは計算社会科学を用いて社会的排除の

動的過程を解明し、その知見に基づいて社会的排除を抑止する方策を提言することを目

的とした。ビッグデータ解析とエージェント・ベースト・モデルからなる計算社会科学

は一般的に社会の動的過程を分析するのに適した手法であり、社会的排除の動的過程の

分析にも用いることができる。 
 
３．研究の方法 

上述した研究目的を達成するために、本研究では、(A)既存研究の再検討、(B)ビッグデ

ータ解析、(C)エージェント・ベースト・モデル構築という 3 つの研究プロジェクトを

推進した。 

(A)既存研究の再検討 上述した方法論上の問題はあるが、既存研究には社会的排除に

関する重要な知見が数多くある。それらを精査して(B)と(C)のプロジェクトに取り入れ

る。 

社会的領域 1 における排

除 

社会的領域 2 における排

除 

社会的領域 3 における排

除 

図 1 社会的排除の動的過程 



(B)ビッグデータ解析 (A)の成果を踏まえて、ビッグデータ解析により Twitter 等のデ

ータを用いた言説パターンの抽出とその時間的変化を捉える。この方法の利点は、

Twitter 等のソーシャル・メディアでは人々の本音を捉えやすいことと言説間の連関を

抽出できることである。 

(C)エージェント・ベースト・モデル構築 (A)と(B)の成果を踏まえてモデルを構築する。

このモデルでは、エージェントに各社会的領域において排除されているか否か、どのよ

うな言説を有しているのかなどの属性を与え、エージェント間の相互作用を通じてそれ

らの属性と社会的排除のパターンが時間的に変化する。ここで重要なことは、あらかじ

め排除するエージェントと排除されるエージェントを固定しておくのではなく、どちら

にもなりうると仮定することである。この仮定により、だれでも排除されうる可能性を

捉えることができる。 
 
４．研究成果 

 本研究プロジェクト・メンバーが得た主な知見は次のようになる。 

・社会的排除を抑止するメカニズムに関する先行研究を検討した結果、法律や制度のよ

うなハードな対策だけでなく、ソーシャル・キャピタルのようなソフトな対策も効果

的であることが明らかになった。 

・日本のツイッター上で政治的分極化が生じているのかをツイッターデータを用いた

ネットワーク解析とトピック・モデルを組み合わせた分析の結果として、政党党首を

フォローする人の中には、政治指向性にもとづくコミュニティが形成されているこ

と、そのうちのほとんどは政治的内容について話していないが、10％が属する右派コ

ミュニティ、20％が属する左派コミュニティでは政治的なイシューについて議論が

行われていたこと、また、前者が排外的なイシューについて、後者が政治腐敗の問題

について話し合っており、両者の議論のテーマが分離していることが明らかになっ

た。 

・囚人のジレンマ状況における第三の手として「様子見」を定式化してシミュレーショ

ンを行い、自発的な離脱が社会的排除に繋がるメカニズムを探求した。 

・集合的意思決定状況を模したシナリオを配布し、結果への選好や手続き的選好につい

て調査した。シナリオは、集団内の意見の分布や、登場人物の結論とそれに至る動機

などにバリエーションがある。結果として、少数派に属する意見が結果的に採用され

る手続きが複数あった場合、少数派の意見の内容によって、手続きへの支持が割れる

場合と、偏る場合があることなどが明らかになった。 

・大規模なアンケート調査の個票データを用いて、主に生活時間の貧困が健康や社会活

動に与える影響について、計量分析を用いて明らかにした。 

・移民と日本人の間の交流機会には接触機会や選好によっては説明されない国籍差が

あることが明らかになり、その背景にはエスニック・ヒエラルキーの影響があること

が示唆された。 

・シェリングの分居モデルと地価の動的変動を組み合わせたシミュレーションにより

空間的な分居と経済的不平等の関係を分析した。その結果、人種間で平均所得が異な

ると、同人種への選好だけから貧困層の空間的排除が生じることが明らかになった。 

・自発的な関係形成は、そこから排除される者が生じる可能性を孕んでいる。そうした

排除の過程のメカニズムの一端を理解するために、質問紙を用いたオンライン実験



を行った。経済的利益をもたらす社会関係を複数人と持っている、あるいは持とうと

している状態から、社会関係を変化させることで自身の利益が増大・減少したりする

ことが生じる場面を描いたシナリオを参加者に見せ、どのような社会関係を構築す

るかを尋ねた。結果として、利益が現状のままとなるような回答が多数派となった

が、どのような社会関係を構築すると回答するかの傾向は、生じ得る利益の条件を揃

えても、被験者に提示した社会関係のシナリオによって異なることが明らかになっ

た。 

・社会的排除の過程分析が社会学に対する貢献は，階層の再生産プロセスをより詳細に

記述した点にあることを明確にした。 

・日本における移民に対する非好意的な態度を抑制する規範の存在についてリスト実

験という方法を用いて検討を行った。結果、移民に対するネガティブな態度を抑制す

る規範は見られず、かえってよりネガティブな態度を見せるという規範があること

が明らかになった。 
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